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１．研究の目的 
保育所保育指針解説書によれば、保育の目標を達成するために、保育士が特に留意すべき
保育の方法について 6つの事項が示されている。子どもにかかわる事項が 5つ、保護者との
関係が 1つである。これら 6つの留意事項を一人一人の子どもに対応して実践するには豊富
な知識と経験に裏付けされた的確な判断力と行動力及び体力が要求される 1。また、平成 20
年に公示された幼稚園教育要領の解説に示された、学習指導要領などの改善の方向性として
7 点が示されている。幼稚園教育要領の改善基本方針としては 2 点が示され、ねらい及び内
容では、健康・人間関係・環境・言葉・表現の 5領域に対し新たな方向性が示されている。
指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項においても
新たな内容が示されている。これらの内容に対応するには教育者個々の豊富な知識と経験と
長時間にわたって対応できる基礎体力が必要といえる 2。国が示す、これらのことから、保育
士においても、幼稚園教諭においてもそれぞれが対応する現場で幼児一人一人に対し、きめ
細やかな指導を行うことが求められている。また、保護者との関係においても適切な対応が
求められている。豊富な知識に裏付けされた判断力と行動力、安定した精神力と長時間労働
に対応できる体力が求められている。 
保育士の保育活動による身体的苦痛の実態調査では腰痛、肩こり、目の疲れ、頭痛があげ
られている 3。保育活動における抱っこ・おむつ交換と腰痛・肩こりとの関連性の調査では、
一日の抱っこの回数は 1歳児担当が最も多く、次いで 1歳児担当となっている。保育士が抱
っこする回数は一日 2～300回で平均 44.8±73.6回と非常に多く、腰痛・肩こりとの関連が
認められた。おむつ交換も一日 2～135回で平均 38.1±26.9回と多く、中腰、前かがみによ
る姿勢による腰痛との関連が認められている。とくに、床でおむつ交換する保育士に腰痛発
生との関連が認められた 4。 
保育所に勤務する保育士のバーンアウト要因では、仕事の量的負荷と職務条件の悩みの 2
要因が深く関与し、量的負荷の平均値の高さは、保育の仕事量の多さを示し、人員体制の不
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備な中での仕事量の拡大は保育士に過重な負担を強いているとされる 5。保育士養成課程検討
会による、保育士養成課程等の改正について（中間報告）では保育現場の状況として、業務
量の拡大や業務内容の多様化等がもたらされ、保育士の疲弊感が増している等の指摘がある
としている 6。 
新人保育者の早期離職に関する調査では、在職期間 3年未満の退職者がいた園のうち、幼
稚園では 63％、保育所では 81％という離職率を示している。園が把握している新卒退職者
の退職理由は、仕事への適性がない、労働条件が合わない、人間関係、健康上の理由等であ
る 7。新卒 5年目までの退職に影響を受けた項目としては、職場の方針に疑問を感じたため、
心身の不調のため、職場の人間関係が悪かったため、将来に希望が持てなかったため、休暇
が少なかったため、残業が多かったため、仕事に自信がなくなったための 7項目があげられ
ている 8。 
森本ら 9の新人保育者の早期離職に関する調査報告では、結婚を理由とするものが最も多
く、次いで進路変更、身体的な体調不良、精神的な体調不良となっている。進路変更と身体
的・精神的体調不良となった要因としては、責任の重さ、知識能力の不足、職場の人間関係、
過酷な勤務、保護者との人間関係などがあげられている。また、職場定着を困難としている
理由として、卒業時と現場で求める実践能力とのギャップ、精神的な未熟さ、過酷な労働負
担に対する体力不足などがあげられている。 
田辺 10は、保育学生及び保育経験 5年未満の保育者は自身の生活習慣による、健康の意識
が保育内容に関連しているとし、保育者は健康が良好でなくては子どもたちへより良い保育
ができない。心身ともに健康な子どもを育むための保育者の資質について、保育行為に対す
る保育者の信念や実現の見通しを、「健康」保育者効力感と定義し検討を行った結果、日常の
生活状況と「健康」保育者効力感との間で統計的関連性が認められたことから、健康的な生
活が送れているかどうかが心身ともに健康な子どもを育むことに影響するとしている。 
島崎 11は乳幼児期の子どもの発達にとって保育士は重要な役割を担っているとし、保育者
自身が健康でなければよい保育活動ができないとのことから、日常生活における保育者自身
の健康と体力について調査した結果、保育士の仕事の特徴である子どもとの身長差、膝曲げ
や立ち上がりの動作、中腰姿勢による腰・膝への負担、おんぶや抱っこなどによる上半身へ
の負担による肉体疲労と精神疲労があげられた。保育者自身も保育者にとって、体力は必要
であるとし、筋力・腕力、持久力やスタミナなどの肉体的体力と同時に精神力や気力、忍耐
力などの精神的な体力を持ち合わせていることが、子どもへの安全な対応と保護者への対応
が可能であるとしている。 
林 12は、業務量の拡大や業務内容の多様化による保育士の疲弊感や疲労が教育に大きく影
響するとし、保育士自身への研究がどのように行われてきたか、日本保育学会大会発表論文
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集を調査した結果、研究発表数は年々増加傾向にあるがいまだに多くの問題が解決されるに
至っていないとしている。 
新卒保育者の早期離職の要因や現職者の苦痛の原因に肉体的疲労と精神的疲労が関連して
いるとする研究報告がみられる。日々の疲労は翌日までに回復することによって仕事がスム
ーズに行うことができるが、疲労を回復できずに蓄積疲労となると思うような保育活動がで
きなくなる。肉体疲労は精神的な場面にも影響をあたえ安定した精神活動を妨げる原因とも
なる。 
肉体的疲労と精神的疲労の関係は末梢性疲労と中枢性疲労の関係で示され、一般的に末梢
性である肉体疲労が中枢性である精神疲労より疲労が強く表れるように思われがちであるが、
精神疲労が及ぼす体への影響の方が強く左右する。そのため、肉体疲労を翌日までに回復す
るとともに、心の疲労も取り除くことが望ましい 13。 
今日、子どもを取り巻く環境は遊び場の減少、核家族化、少子化、親の就労形態の変容な
どから急速に変化している。保育者の環境も保育需要の増大、業務内容の多様化によってこ
れまで以上に心身の体力が求められるようになった。保育者の仕事は、中腰や前かがみ、し
ゃがむ、乳幼児の抱き上げなどの筋力を使う動作と、子どもの飛びつきなどの突発的な動き
に対する姿勢保持能力が必要である。四肢の筋力がしっかりとしていること、安定したバラ
ンスで動作できることが安全な保育活動つながるといえる。それは、保育者自身の健康管理
にも重要であるといえる。保育者が健康でなければ、保育業務も細やかにできず、子どもの
保育生活を健康で安全に守ることができない。子どもと一緒に園庭を走り回り、遊ぶために
は、保育者自身が健康で、しっかりとした筋力とポジションを維持できなければならない。
しかし、現状は保育の需要の急増と、保育者の多忙、疲弊感、ストレスの蓄積から疲労を回
復できずにバーンアウトにつながっている。体力の衰えを感じている保育者もいる。保育者
の効力感の増加が「保育の質」の向上につながることが理解できていても、多忙のため自身
の健康についてまで意識がまわらず対策が遅れてしまうのが現状といえる。 
森崎 14は保育学生の体力について検証を行い、保育者養成課程の科目、幼児体育、体育実
技の中で、学生が自ら基礎体力を養うための課題を立て、トレーニングを行った結果、短期
間のトレーニングではあったが効果が確認できたとしている。特別な指導と特殊なトレーニ
ングを行わなくても日常の中で本人が意識して体を動かすことによって保育課程の学生が体
力を向上できることを示唆している。保育学生は将来自分自身の健康と質の良い保育を行う
ため、在学中より保育者としての体力強化を行うことが望ましいといえる。勤務している保
育者は日常の忙しい保育活動の中であっても、保育者自身の健康管理と安全で的確な保育活
動を行うための、体力の維持・向上の対策を行うが必要である。 
幼児の土踏まず形成、体力・運動能力の向上、体のゆがみの矯正を目的に開発された「ミ
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サトっ子ぞうり」（図 1）を健康増進、体力増強を目的に園の指導項目として取り入れている
幼稚園がある。 
草履は前緒を母趾との二趾で挟むことから、足の指の筋力増強と全身のバランス感覚の養
成に効果的であるといわれている。原田 15は半年間幼児に応用した結果、年中児、年長児と
もに靴使用児と比較し土踏まずの形成率が高まったとしている。また、「ミサトっ子ぞうり」
を 1年間使用した結果、靴使用と比較し足趾すべての足趾力が強くなったとしている。特に
拇趾と小趾が強化された。 
宮口 16らは、幼児への鼻緒サンダル活用の効果を足裏形態および足圧中心位置へどのよう
に影響をおよぼすか検討した結果、サンダル導入園では対照園に比べて、土踏まず形成が促
進され足裏の設置面積が減少したとしている。足圧中心位置についても前方への変移が認め
られた安定した姿勢が保てるようになったとしている。効果は 4歳児より 5歳児に顕著に認
められたとしている。 
「ミサトっ子ぞうり」を幼児の土踏まず形成、体力、運動能力の向上、体のゆがみ矯正を
目的に取り入れている幼稚園で、保育者も使用している園がある。草履使用が幼児にとって
土踏まず形成や足圧中心位置の前方への変移などの効果をあげていることから、保育者自身
への効果も認められる可能性があると推測されることから、草履使用による足趾力（筋力）
効果について調査することにした。さらに、保育活動では足趾にしっかりと力を入れ、手指
と協調した動作を行うことがあることから、左・右足趾と左・右手指の組み合わせた状態で
の計測も行い、保育者の草履使用の利点と効果について検討を行うこととした（図 2）。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 ケンコーミサトっ子ぞうり               図 2 園庭での草履使用の様子 
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２．研究の方法 
研究対象者には調査の趣旨、方法、研究協力は自由意志であること、得られた情報は個人
を特定できないよう記号化し適切な処理を行う事、調査結果については研究以外の目的でデ
ータを使用しないことについて口頭で説明し、協力が得られた者に質問紙による基本情報ア
ンケートを配布し、測定を行った。 
調査対象は保育職の草履使用者と未使用者、保育学科所属学生とした。足趾（間圧）力測
定は、足指力計測器（日伸産業株式会社）、手指力測定は、ピンチゲージ（MG-4320NC 30lbs）
を使用した。足趾力測定は、椅座位、左右膝関節角 90度に調節して、手指力測定は胸部前方
20㎝の状態で行った。測定項目は左・右の足趾単独、左・右手指単独、右足趾と同時に右手
指及び左手指の組み合わせ、左足趾測定と同時に右手指及び左手指の組み合わせでそれぞれ
測定した。調査期間は 2014年 8月 1日～10月 10日とした。統計解析は SPSS Ver.20を用
い、有意水準 5％として、解析は Kruskal-Wallis、1元配置分散分析、多重比較に Tukey、
Scheffeによる検定を行った。 
 
３．結果 
アンケート回収数及び有効回答数（回答率）は共に 103名(100%)で、草履使用保育者は 44
名、未使用保育職は 42名、学生 17名となった。 
1）属性について（表 1・2） 
（1）草履使用保育者 
使用保育者は 21～65歳、勤続年数は 5か月～31年 3か月、平均 9.3±8.6年。草履使用
年数は 4か月～17年 3か月、平均 5.8年±5.0年。1年間に草履を使用している期間は 3～
12か月で、平均 6.6か月±3.3か月であった。1週間に草履を使用している日数は 5日～7
日、平均 5.2±0.7日。1日に草履を使用している時間は 2～12.5時間、平均 9.9±1.9時間
であった。 
（2）未使用保育者 
未使用保育者は 26～60歳、勤続年数は 2年～17年、平均 9.7±4.2年であった。 
（3）学生 
学生は 18～21歳であった。調査対象者はすべて女性であった。 
2）属性の比較（表 3） 
対象者属性について比較したところ、身長について使用保育者、未使用保育者、学生とも
有意な差は認められなかった。体重は未使用保育者が、使用保育者（p<0.05）及び学生
（p<0.01）。より有意に高かった。脂肪率は未使用保育者が、学生より有意に高かった
（p<0.05）。筋肉率は使用保育者が未使用保育者より有意に高かった（p<0.05）。 
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3）筋力の測定（表 4・5） 
（1）足趾・手指の単独測定 
単独足趾力測定では左右足趾力ともに、使用者保育者が未使用保育者（p<0.01）及び学生
（p<0.05）より有意に高かった。単独右手指力では使用保育者と未使用保育者には有意な差
は認められなかったが、学生は保育者より有意に低かった（p<0.01）。単独左手指力では有意
な差は認められなかった。 
（2）足趾・手指の組合せ測定 
右足足趾力と右手手指力同時測定では、右足足趾力は使用保育者が未使用保育者及び学生
より有意に高かった（p<0.01）。同時測定における、右手手指力は使用保育者と未使用保育者
では有意な差は認められなかったが、学生は保育者より有意に低かった（p<0.01）。 
右足足趾力と左手手指力の組合せ同時測定では、左手手指力は使用保育者、未使用保育者、
学生の間で有意な差は認められなかったが、右足足趾力は使用保育者が未使用保育者及び学
生より有意に高かった（p<0.01）。 
左足足趾力と右手手指力の同時測定では、左足足趾力において使用保育者が未使用保育者
及び学生より有意に高かった（p<0.01）。同時測定における右手手指力には差は認められなか
った。左足足趾力と左手手指力の同時測定では、左手手指力に差は認められなかったが、左
足足趾力では使用保育者が未使用保育者及び学生より有意に高かった（p<0.01）。 
 
 
表 1 調査対象者の年齢区分 
18歳 19歳 20歳
21～
25歳
26～
30歳
31～
35歳
36～
40歳
41～
45歳
46～
50歳
51～
55歳
56～
60歳
61～
65歳
0 0 0 16 16 0 0 0 0 2 0 5
0 0 0 0 6 0 0 0 18 12 6 0
2 2 5 8 0 0 0 0 0 0 0 0
草履未使用保育職者(n=42)
保育学生(n=17)
項目 年齢（人）
対象者分類
草履使用保育職者(n=44)
 
 
表 2 調査対象者の概要 
最小
値
最大
値
平均
値
SD
最小
値
最大
値
平均
値
SD
最小
値
最大
値
平均
値
SD
最小
値
最大
値
平均
値
SD
最小
値
最大
値
平均
値
SD
5 376 112 104..3 4 208 69.3 60.3 3 12 6.6 3.3 5 7 5.2 0.7 2 12.5 10.0 3.3
24 204 116 50.5
項目
対象者分類
草履使用保育職者(n=44)
草履未使用保育職者(n=42)
草履使用時間（h/日）保育職期間（ヵ月） 草履使用期間（ヵ月） 草履使用年間（ヵ月） 草履使用週間（日数）
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表 3 調査対象者概要の比較 
 
 
 
 
 
 
表 4 単独右足趾力の比較 
 
表 5 単独左足趾力の比較 
 
 
 
図 3 左右足趾力と左右手指力の関係 
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４．考察 
保育者は豊富な知識と経験のほか、長時間労働に対応できる体力を維持できなければ、保
育現場の現状である、業務の多様化や延長保育などによる仕事量の拡大から発生する過重な
負担を受け止められず、バーンアウトにつながってしまうと考えられる。しかし、業務の多
忙や、自らが使える自由な時間の欠乏から、自分自身の健康についての意識まで気が回らず
に対応が後回しになってしまうということが現状といえる。 
1）「ミサトっ子ぞうり」と保育者 
幼児の正しい土踏まずの形成、足趾筋力の強化、浮き趾の改善、足趾把握力のある重心前
方移動能力の形成、体力と運動能力の向上を目的に「ミサトっ子ぞうり」を園で活用してい
る幼稚園がある。「ミサトっ子ぞうり」は幼児のみではなく、指導にあたる保育者も幼児と同
様に日々の保育活動に応用している。幼児おける草履使用の研究は行われているが、保育士
自身における「ミサトっ子ぞうり」などの草履使用の研究は見られない。 
今回、園の日々の幼児指導に保育士自身が「ミサトっ子ぞうり」を一緒に履いて活動して
いることから、保育者自身の使用効果も認められるのではないかと推測されたため、草履使
用の特徴とする鼻緒を挟む動作による足趾力（筋力）への効果について調査した。さらに、
保育活動は抱っこ、おむつ替え、沐浴、トイレの補助など前かがみや不自然な姿勢からの全
身動作が多いことから、左・右の拇趾・2 趾による単独測定以外に、左・右手指を組み合わ
せた、同側動作による筋力の測定、対側動作による筋力の測定を行い組合せと筋力との関係
を草履使用者保育者、未使用者保育者、保育学科所属の学生との間で比較検討した。 
2）測定結果からみた保育動作の検討 
その結果、単独足趾力測定では左右足趾力ともに、使用者保育者が未使用保育者（p<0.01）
及び学生（p<0.05）より有意に高かった。このことは、日々の活動での草履使用による使用
効果がでていると思われる。しかし、単独右手指力では使用保育者と未使用保育者には有意
な差は認められなかったが、学生は保育者より有意に低かった（p<0.01）。このことは、保育
活動による効果がでているものと思われるが更なる調査が必要といえる。 
足趾・手指の組合せ動作による右足足趾力と右手手指力の同側同時測定では、右足足趾力
は使用保育者が未使用保育者及び学生より有意に高かった（p<0.01）。また、同時測定におけ
る、右手手指力は使用保育者と未使用保育者では有意な差は認められなかったが、学生は保
育者より有意に低かった（p<0.01）。右足足趾力と左手手指力の対側組合せ同時測定では、左
手手指力は使用保育者、未使用保育者、学生の間で有意な差は認められなかったが、右足足
趾力は使用保育者が未使用保育者及び学生より有意に高かった（p<0.01）。右足足趾力と左右
手指との組合せ測定でも、使用保育者の右足足趾力が高かった。これは、左右の手指を動か
しての何らかの動作を行なっていても、右足足趾の筋力が発揮できることを意味していると
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考えられる。さらに、左足足趾力と左右手指力の同時測定では、左足足趾力において使用保
育者が未使用保育者及び学生より有意に高かった（p<0.01）。同時測定における左右手指力に
は差は認められなかった。このことからも、左右の手を使用している場合でも左足足趾の筋
力は使用者の筋力が高かった。これらの結果から、左右の足趾間筋力は、「ミサトっ子ぞうり」
を使用している保育士において有意に高かったことから、草履使用が左右の拇趾と 2趾の足
趾間（圧力）筋力を高めているといえた。また、足趾間筋力は、手指の動作を同時に行って
も草履使用者の筋力が発揮できることがわかった。このことは、日々の保育活動で手指を用
いる動作があっても、しっかりと足趾の力を発揮できることを示唆し草履使用が複雑な保育
活動動作に役立っているといえる。 
3）先行研究からみた草履使用の効果 
福山ら 17 18は「浮き趾」治療に草履を着用させ、足趾の 1趾と 2趾で鼻緒を挟んで摘まむ
ようにして歩かせた結果、足趾で床を踏み込むようになり、下肢三頭筋や足趾屈筋の筋力量
が増加し、また、後方にあった重心が前方に移動し骨盤や腰椎が矯正され、腰痛が楽になっ
たと報告している。保育者は室内外で業務中に草履を履き、保育している間、拇趾と 2趾で
鼻緒を何度も挟み、摘まむという行為が繰り返し行われたことから筋力の増加がみこまれ、
足趾力が高まったと考えられる。足趾筋力が高いということは、唯一地面に接している部分
の足底の足趾がしっかりと密着し、足趾が浮くような「浮き趾」にならずに身体姿勢の支持
と地面への踏ん張り、力強い歩行、走行へと移行させていく足趾の働きが考えられる。また、
立位時、歩行時など身体を支持する際には、鼻緒を足趾で挟むことから、身体の重心は前方
に移動され、骨盤や腰椎の矯正により、保育職で訴えが多いとされる腰痛改善と予防に効果
があると思われる。 
4）「ミサトっ子ぞうり」の使用感 
草履は靴と違って足を包み込むことが出来ないため、安定性が悪いと思われがちであるが、
「ミサトっ子ぞうり」は、スクールサンダルと構造的にも使用されている材質面でも大きく
異なり草履の中で足が滑らず、適切な硬さと、ベコベコせず、足にピタッと張り付くため、
園児や保育者の動きに速やかに対応ができる点でとても優れた構造をしている。そのため、
使用している保育者への使用感の聞き取り調査においても、履き始めると動きやすくてずっ
と履いていたくなる。履いていると体が楽に感じるなど忙しい保育活動に対し保育者の体を
保護すると思われる内容の回答が得られた。機敏な動作にもスムーズに対応することから、
体力の消耗に対しても体を保護する効果が期待できる。日常の保育活動で必要な筋力の維持、
増強を行うことは、必要であるが、新たに筋力トレーニングを実施することは実際には難し
いといえる。そのため、日常の保育活動の中で自然に筋力を鍛えることが可能である「ミサ
トっ子ぞうり」は保育者にとって有効な用具の一つであるといえる。 
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５．結論 
1)「ミサトっ子ぞうり」を使用することによって、拇趾と 2趾の足趾（間圧）筋力が未使用
者及び保育学生と比較して左右ともに高かった。 
2) 手指の屈曲動作を加えても、足趾（間圧）筋力は左右ともに使用者が高かった。このこ
とは、日常の忙しい保育活動を行っても、足がしっかりと力を発揮できることがわかった。 
3) 忙しい日常の保育活動で、手軽に足趾の筋力を高められる用具として有用であることが分
かった。 
4) 草履は靴と異なって、動きに制限ができると思われたが、使用感覚からは使用しやすく、
使用していると体が楽に感じ靴より多く使用する様になったなど有用な意見が多かった。 
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